家庭礼拝　2011年7月6日　コリント第Ⅱ　4章
　賛美歌390　主は教会の基となり　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌443　冠も天の座も
起

この4章は、使徒としての姿勢、宣教者としての姿勢はどうあるべきかが語られています。栄光ある霊に仕える者として、どのような姿勢、心構えでその宣教の道を歩んでいくべきかが語られているのです。

今日の4章は、こういうわけでと言う言葉から始まっています。こういうわけでとはどういうわけでしょうか。3章を振り返ってみます。そこには、イエスキリストに仕える者が、新しい契約に仕える者、栄光ある霊に仕える務めを与えられている者、とされていることが書かれています。即ち、こういうわけでとは、栄光ある霊に仕える勤めを与えられているのですから、ということになります。1節では

２コリ 4:1　こういうわけで、わたしたちは、憐れみを受けた者としてこの務めをゆだねられているのですから、落胆しません。
と、まず、落胆しません、ということから書かれています。宣教者としての姿勢としては、まず喜びであるとか、希望とか言う言葉で始めたいのでしょうが、パウロは、落胆しませんという言葉ではじめました。それは、パウロの周辺が如何に落胆すべき状況であったかが推察されます。期待すれば落胆する。だからもう人には何も期待しないことにしようというのも一つの歩み方でしょう。それは虚無的な生き方になるかもしれません。もう一つはパウロのように、期待し希望を持ってやったことがたとえ裏切られても落胆しない。というのももう一つの歩み方になるかと思います。ですが、このパウロの歩みのほうがずっと難しいことだと思います。自分ひとりでは支えきれない難しさがあります。パウロが落胆しないといっている背景には、自分たちこそ、主に背いているのにもかかわらず、深い哀れみを受けている、という確信があるのです。自分たちこそ落胆され、捨てられるべきものなのに救われて、守られているではないかという思いが、哀れみによってこの務めを委ねられているのですから、自分の思いだけでは落胆しません、という言葉になったのだと思います。
周囲の状況は、卑劣な隠れた行いが横行し、悪賢いものが得をし、神の言葉さえも自分たちに都合のよいように語り、真理をごまかして、決して自分自身を他の人に譲るようなことなどはしないで、その良心を曇らせていたのです。このことが落胆すべき状況なのに、1節で、私たちは落胆しないといい、2節では、私たちは決してそういうものではないという、意思表示をしたのです。2節です。
２コリ 4:2　かえって、卑劣な隠れた行いを捨て、悪賢く歩まず、神の言葉を曲げず、真理を明らかにすることにより、神の御前で自分自身をすべての人の良心にゆだねます。
パウロは、自分自身をすべての人の良心に委ねます、と宣言しました。それは神のみ前で委ねるということです。神様の御前だからこそ、たとえ自分がどうなるとしても、自分自身をすべての人の良心に委ねますといっているのです。このように述べながらも、パウロにはコリントの人々の反論が聞こえてくるようです。そのような反論に先回りして答えています。3節と4節です。
２コリ 4:3　わたしたちの福音に覆いが掛かっているとするなら、それは、滅びの道をたどる人々に対して覆われているのです。

２コリ 4:4　この世の神が、信じようとはしないこの人々の心の目をくらまし、神の似姿であるキリストの栄光に関する福音の光が見えないようにしたのです。
3章で、モーセが顔に覆いをかけたこと、モーセの書にも覆いがかかっていることが述べられていましたが、ここでは、覆いがかかっているのはお前たちのほうではないかという反論に答えているのです。そして、自分たちの福音に覆いがかかっているとするなら、それは滅びの道をたどる人々に対して覆われているのだといいました。福音に問題があるのではなく、信じようとしない人々にこそ問題があり、この世の神が、その人々の心の目をくらまして、福音の光が見えないようにしてしまったのだといいます。滅びの道をたどるのも、信じようとしないのもその人々が自分で選んだ道です。福音はいつもそこにあるのだけれども、それを見ないようにし、信じないようにしてしまっているのです。それが罪といわれるものになるわけです。この世の神とは何でしょうか。それこそは罪へといざなうサタンであります。いずれにしても、福音の栄光の光はいつも私たちの周りで輝いています。それを見るか、サタンの誘惑のままにそれから目をそらすかは、私たちの思いの選択なのです。誰もその栄光の光を与えられなかった人はいないのです。
承

　パウロはいよいよ、自分たちの宣教について語り始めます。宣教の中心的課題です。一体何を伝えるかということです。これは私たちが小さな宣教をするときにも基本となる大切なことです。5節と6節です。

２コリ 4:5　わたしたちは、自分自身を宣べ伝えるのではなく、主であるイエス・キリストを宣べ伝えています。わたしたち自身は、イエスのためにあなたがたに仕える僕なのです。
２コリ 4:6　「闇から光が輝き出よ」と命じられた神は、わたしたちの心の内に輝いて、イエス・キリストの御顔に輝く神の栄光を悟る光を与えてくださいました。
パウロはこう言いました。私たちは自分自身を述べ伝えるのではなく、主であるイエスキリストを述べ伝えています。私たちは伝道をしようとするとき、宣教をしようとするとき、どのように言ったらよいのか分からないから、積極的に出来ないといいます。信仰についてもまだよく分からないし、イエスキリストについても十分ではないから、まだ宣教などはとんでもないことだと言います。ですが、パウロは、自分自身を述べ伝えるのでも、自分の知識でも、イエスキリストについてでもなく、ただ、私たちが、体験したイエスキリストを述べ伝えるだけだといっているのです。それは知識を教える先生の様にではなく、人々に仕える奴隷のように、その事実を伝えるだけだといっているのです。私たちが一番間違えやすいのは、知識を勉強して、それを伝えようとすることです。それでは決してうまく行かないのです。パウロでさえもアテネでその失敗をしてしまったのです。私たちが伝えるのは、私たちのうちに働いてくださる、イエス様の働きを語るだけでいいのだと思います。信仰をもって、どうなったのか、どうであるのか、イエス様がどうしてくれたのかを語るだけでいいのです。その後はそれを聞いた人が決めることです。理屈で言い負かす必要はないのです。もう一つ間違えやすいのは、私は信仰をもっている、私は信仰を与えられた。と語ることです。とても信仰的に聞こえます。そのことがイエスキリストを述べているならばいいのですが、多くは自分自身を述べ伝えることになってしまいます。パウロが私たちは自分自身を述べ伝えるのではなく、主であるイエスキリストを述べ伝えていますと言いました。そのことを単純に行えばいいのだと思います。
光あれといわれた天地創造の神が、私たちの心のうちに輝いているとパウロは言います。その光が、イエスキリストの栄光を悟らせてくださるのだとも言っているのです。
転

パウロは、もう一度、どうして自分たちは、どのような状況になっても落胆せず、途方にくれず、希望を持って歩んでいけるのかを語ります。それは私たちに何が与えられているのかを明らかにします。7節から9節です
２コリ 4:7　ところで、わたしたちは、このような宝を土の器に納めています。この並外れて偉大な力が神のものであって、わたしたちから出たものでないことが明らかになるために。

２コリ 4:8　わたしたちは、四方から苦しめられても行き詰まらず、途方に暮れても失望せず、

２コリ 4:9　虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされない。
私たちは宝をこの土の器の中に納めているのだとパウロは言います。この宝物とは並外れて偉大な力であって、それは神のものだといいます。だから、私たちは四方から苦しめられても行き詰らず、途方にくれても失望せず、虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされないからだといっているのです。
土の器と、宝物とどちらが大切かといわれたら、普通は宝物のほうが大切なはずです。ですが私たちは土の器のほうを大切にしてしまいます。それは、その土の器のみが自分自身だと思っているからです。そして、その土の器を気にして、どうしたら立派になれるだろう、そうしたら、強くなれるのだろうと悩んでいます。ですが、私たち土の器はどんな人間であってもいいのです。大切なのはその器の中に何が入っているかなのです。その土の器の中に、並外れて偉大な力の宝物があることに心を向けられないのです。私たちはその器の中に入っているものに本当に心を向けたことがあるでしょうか。器よりも器の中に入っているものの方が大切であると思ったことがあるでしょうか。もし私たちが、器よりも、器の中に入っているものの大切さに気がついたなら、どんな状況になっても、苦しめられても行き詰まらず、途方に暮れても失望せず、虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされない、人になるのだと思います。私たちの思いを器から、その中身へと移していくことが大切なのかもしれません。その中にあるものは、神から来た、並外れて偉大なものなのだからです。それこそ、私たちが求めているものなのです。土の器は弱いもの、もろいもの、貧しいものをあらわしているのでしょう。ですがそれが器としての働きをなすとき、そこに神様は、宝物を入れてくださり、私たちはその栄光をあらわすことが出来るのです。
パウロはこの話の後、不吉な感じでこう言いました。10節と11節です。

２コリ 4:10　わたしたちは、いつもイエスの死を体にまとっています、イエスの命がこの体に現れるために。

２コリ 4:11　わたしたちは生きている間、絶えずイエスのために死にさらされています、死ぬはずのこの身にイエスの命が現れるために。

　　これはイエスキリストとともに歩むということがどのようなことであるのかを、教えています。私たちはイエスキリストとともに歩もうというならば、イエスキリストの危険にも預からなければなりません。それがイエスの死を体にまとうことです。それは、イエスとともに歩み、イエスの命が私たちの内に現れるためなのです。イエスの命に与ることと、イエスの危険に与ることとは車の両輪みたいなものなのかもしれません。一方の恵みのみを受け取ることができないのでしょう。少なくともパウロはその宣教する者の姿勢として、そのように思っていたのです。12節ではパウロはこういいました。
２コリ 4:12　こうして、わたしたちの内には死が働き、あなたがたの内には命が働いていることになります。
この言葉は最初なかなか理解できない言葉でした。ですがここでのパウロの言葉がイエスキリストにあって、死を覚悟した言葉だと思うと理解できるのです。パウロたちは、イエスキリストと結びつくことによっていつも死にさらされ、パウロたちの心のうちには、死の覚悟が働いているのです。そしてそのことによって、コリントの信徒の人々はイエスキリストの命に生かされ繋がれていくことができるのです。ですがこれは、パウロたちにとって必ずしも悲壮な現実ではなかったようです。14節にあるように、
２コリ 4:14　主イエスを復活させた神が、イエスと共にわたしたちをも復活させ、あなたがたと一緒に御前に立たせてくださると、わたしたちは知っています。
と、復活の希望に輝いているからです。たとえ死んでも復活し、あなた方と共に立つことができると信じているからです。15節では
２コリ 4:15　すべてこれらのことは、あなたがたのためであり、多くの人々が豊かに恵みを受け、感謝の念に満ちて神に栄光を帰すようになるためです。
パウロは、たとえ自分たちが苦難に会い、死んだとしても、それはすべてあなた方のためである。感謝の念に満ちて神に栄光を帰すようになるためであると言いました。そしてもう一度、なぜパウロたちは落胆しないのか、苦難に耐えていけるのかを言いました。16節から18節です
２コリ 4:16　だから、わたしたちは落胆しません。たとえわたしたちの「外なる人」は衰えていくとしても、わたしたちの「内なる人」は日々新たにされていきます。

２コリ 4:17　わたしたちの一時の軽い艱難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄光をもたらしてくれます。

２コリ 4:18　わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。見えるものは過ぎ去りますが、見えないものは永遠に存続するからです。

苦難にあった、多くの信仰者を励まし続けた言葉だと思います。パウロの視点は、器ではなく、その中身の宝の方に、衰える外なる人ではなく、日々新たにされる内なる人の方に、見えるものではなく、見えないものを見ていたのです。
だから私たちは落胆しませんと言い切ります。どんなに苦難が続いても、それが死に至るものであっても私たちは落胆しませんと言っているのです。落胆するようなことは目に見える世界のことであり、滅び行くものであり、一時の艱難でしかないからです。それに比べたら、見えないものが永遠に存続し、比べようもない永遠の栄光があることを知っているからだと言っているのです。

結

今日の4章は、落胆しませんと言う言葉に始まって、落胆しませんという言葉で終わっています。パウロたちの周りには、どんなに多くの落胆すべき状況があったのかが思われます。私たちは、小さな裏切りや、自分勝手な期待はずれに出会っただけでも、すぐに落胆し、人間不信になり、引きこもりになり、鬱になったりします。もう何も信じられないと嘆きます。ですが、このパウロの思いはどうだったでしょうか。自分が落胆するかどうかなどどうでもよかったのです。それは土の器の嘆きであり、捨て去られるべき嘆きなのです。私たちは、余りにこの嘆きに留まりすぎるのかもしれません。私たちの本分は、その器にではなく、その中身にあり、そこにこそ、滅びもせず、朽ちることもなく、日々新たにされて輝いていく世界があるのです。たとえこの土の器がなくなっても、そこに、神様から与えられた宝を残していければと思います。私たちは、自分が死んでもその思い出にお墓や財産を残そうとしますが、もっと大切なのはこの土の器に与えられた、神様の宝を残すことではないでしょうか。
(一分間の祈り)
(祈り)
天の父なる神様。パウロたちは多くの苦難と失望の中にありながらも、私たちは落胆しませんといい続けました。そこにはあなたから与えられた、宝を抱いて、復活を信じ永遠の命に生きるパウロの姿が現れてきます。
パウロたちに与えられた、誹謗、中傷、裏切り、はどれほどのものだったのかも想像できません。それでも涙ながらに手紙を書き、何とか一人でも主の御許にある救いに導きたいとの思いで、語り続けました。内にも困難、外にも困難で完全に行き詰ったと思われる中での、私たちは落胆しません。という言葉です。

　神様、私たちは自分たちの思い通りにならないと、すぐに、期待はずれだ、裏切られた、信じられないと人のせいにしてしまい、落胆して、人間不信に陥ってしまいます。このようにして孤立してしまって、悩みの中にある人がどれほど多くいるでしょうか。ですが、この土の器の中に神の宝を持つものは決して落胆することがありません。それは永遠への希望を持つことができるからです。このつかの間の艱難にとらわれることなく、永遠の命のうちに生きることができますように。主よ、どうか私たちをもそのうちにある宝に目覚めさせ、その宝によって生きるものとさせてください。
　この世の多くの悩み悲しみをもつものにも、どうか土の器にとらわれるのではなく、そのうちに宝を満たすことができますように導いてください。その喜びで満たされますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆土の器に納めた宝
２コリ 4:1　こういうわけで、わたしたちは、憐れみを受けた者としてこの務めをゆだねられているのですから、落胆しません。

２コリ 4:2　かえって、卑劣な隠れた行いを捨て、悪賢く歩まず、神の言葉を曲げず、真理を明らかにすることにより、神の御前で自分自身をすべての人の良心にゆだねます。
２コリ 4:3　わたしたちの福音に覆いが掛かっているとするなら、それは、滅びの道をたどる人々に対して覆われているのです。

２コリ 4:4　この世の神が、信じようとはしないこの人々の心の目をくらまし、神の似姿であるキリストの栄光に関する福音の光が見えないようにしたのです。

２コリ 4:5　わたしたちは、自分自身を宣べ伝えるのではなく、主であるイエス・キリストを宣べ伝えています。わたしたち自身は、イエスのためにあなたがたに仕える僕なのです。
２コリ 4:6　「闇から光が輝き出よ」と命じられた神は、わたしたちの心の内に輝いて、イエス・キリストの御顔に輝く神の栄光を悟る光を与えてくださいました。

２コリ 4:7　ところで、わたしたちは、このような宝を土の器に納めています。この並外れて偉大な力が神のものであって、わたしたちから出たものでないことが明らかになるために。

２コリ 4:8　わたしたちは、四方から苦しめられても行き詰まらず、途方に暮れても失望せず、

２コリ 4:9　虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされない。

２コリ 4:10　わたしたちは、いつもイエスの死を体にまとっています、イエスの命がこの体に現れるために。

２コリ 4:11　わたしたちは生きている間、絶えずイエスのために死にさらされています、死ぬはずのこの身にイエスの命が現れるために。

２コリ 4:12　こうして、わたしたちの内には死が働き、あなたがたの内には命が働いていることになります。
２コリ 4:13　「わたしは信じた。それで、わたしは語った」と書いてあるとおり、それと同じ信仰の霊を持っているので、わたしたちも信じ、それだからこそ語ってもいます。

２コリ 4:14　主イエスを復活させた神が、イエスと共にわたしたちをも復活させ、あなたがたと一緒に御前に立たせてくださると、わたしたちは知っています。

２コリ 4:15　すべてこれらのことは、あなたがたのためであり、多くの人々が豊かに恵みを受け、感謝の念に満ちて神に栄光を帰すようになるためです。

◆信仰に生きる

２コリ 4:16　だから、わたしたちは落胆しません。たとえわたしたちの「外なる人」は衰えていくとしても、わたしたちの「内なる人」は日々新たにされていきます。

２コリ 4:17　わたしたちの一時の軽い艱難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄光をもたらしてくれます。

２コリ 4:18　わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。見えるものは過ぎ去りますが、見えないものは永遠に存続するからです。
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